

























When considering a teacher burden in club activities, this 
research would like to indicate a view of a theoretical study 
about a burden more than quotation of a business 
administration, surveying a problem of work in club activities 
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1    学校教育に関する専門誌において「ブラック部活」と称する特集が組まれている。例えば 
「月刊高校教育      49（10）」「内外教育（6518）」「季刊教育法（189）」など。 
 
 




























































表 1     教員、教師、先生の違い 
呼称 意味 条件 
教員 １    学校に勤務して教育を行う人。教師。教育職員 教員免許（必須） 
①    学術・技芸を教授する人 
教師 ②    公認された資格をもって児童・生徒・学生を教育する人。教員。  教員免許（不要） 
③    宗教上の強化をつかさどる人 
①   先に生まれた人 
②    学徳のすぐれた人。自分が師従する人。またその人に対する敬称 
先生 ③   学校の教師 
④    医師・弁護士など、指導的立場にある人に対する敬称 
⑤    他人を、親しみまたはからかって呼ぶ称 
①   まるいこと。まわり 
教員免許（不要） 
員   ②   特に定められた人や物の数 
③    一定の任をもつ人。団体などの構成メンバー 
①    学問・技芸を教授する人。先生 
②   宗教上の指導者 
③    僧侶や講談師などの名に添える敬称 
④    専門の技術を職業とする者 
師 
⑤   中国周代の軍制で、旅の五倍すなわち 2500 人の称 
⑥   軍隊。いくさ。 
⑦   師団の略 



































ンティブシステム 3   に依拠しながら考察を行う。尚、インセンティブの 
 
 























































慢することなどの受動的な態度を含む。英訳は  burden  が適訳である。 













































た（表   2）。マズローは低次の欲求が満たされると、一段上の高次の欲 








表 2     マズローの欲求五段階説 
 
1 生理的欲求 physiologocal 低次 
2 安全欲求 safety 
3 愛情欲求 love 
4 尊厳欲求 esteem 
5 自己実現欲求 self-actualization    高次 
 
 










































































































次に、青柳ら（20017）は 1 年間で平均約 13 万円（中央値：約 8 万 
円）の経済的負担を教員が強いていることを明らかにしている。けれど  
も、不十分な考察のため、本研究ではさらに議論を深めるために図表1  




た者を 1 番目とし、38,333 円（84 番目）、87,600 円（169 番目）、175,500 
円（253 番目）の 4 点をプロットする（図表 1 の図）。中央値を基準に、 
 
 






 図表１  青柳らの研究による部活動の経済的負担 
回答者数 平均値 標準偏差 第 1 四分位 第 2 四分位 第 3 四分位 
中央値 
（25％） （50％） （75％） 
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注）筆者が青柳（2017、p.305）のデータを基に作表・作図した 
 
第 1 四分位の 25％までの差額が 49,267 円、第 3 四分位の 75％までの差 
額が 89,900 円と、同じ四分位であるにも関わらず大きな差があること 
が見てとれる。つまり上位層の多額な経済的負担を強いる教員たちが平 
均値を押し上げているため歪な曲線となっている。一番高額の経済的負 





























































































































































る（教育公務員特例法 20 条、以下、職免とする）。しかしながら、職免 
は学校がもつ特別で魅力的な誘因ではあるが、自主研修と称してパチン 
コ、家族旅行など不適切な研修が指摘され厳格に取り扱われるようにな 


























された結果を表 3 にまとめた。 
 
表 3       学校がもつ誘因（誘因理論とマズローの欲求五段階説の関係より） 
誘因 Maslow の欲求五段階説 学校がもつ誘因 
物質的誘因   → 生理的欲求・安全欲求 一般公務員よりも高い給与（教育公務員特例法） 
賜暇的誘因  →  安全欲求・尊厳欲求 長期休業（春・夏・冬）・職務専念義務免除 
評価的誘因  → 尊厳欲求・自己実現欲求 校長・副校長・教頭・同僚教諭・生徒・保護者 
人的誘因 → 愛情欲求  良好な人間関係 
理念的誘因 → 尊厳欲求・自己実現欲求  経営理念・経営目標 


























（大前提・本章第  1  節）人間が働いているなら、その働いている人間 
は必ず欲求を満たそうとしている 














対性」とよぶ（図   2）。双対とは、二つの対象の間の関係性であり、二 
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